
令和６年度 聖南中学校 食に関する指導の全体計画 ① 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

幼稚園 
保育園 

 
小学校 

発達段階に応じて｢なぜ｣

を積み重ね、様々な経験

を通じて食に関する知識

や食を選択する力を習得

させるとともに、健全な

心身を養い、ゆたかな人

間性の育成を図る。 
 

各学年の食に関する指導の目標 

1 学年 2 学年 3 学年 

・地域に伝わる郷土

料理や地域の食材

を知り、郷土を愛

する心を育てる 

・朝食の大切さを再

確認し、実践でき

る意欲をもつ 

 

・成長期の体につい
て理解し、カルシ
ウム摂取など食事
の大切さを知る 

・生活習慣病予防の

ための食生活につ

いて学び、自ら実

践する力を身に付

ける 

 

【生徒の実態】 
・朝食を食べる習慣が身に付いている生
徒が５４％いる（生活習慣アンケー
ト） 

・日頃ジュースや清涼飲料水を飲む生徒
は３８％いるが、お茶、麦茶を好んで
飲む生徒は６５％いる 

・野菜、きのこ嫌いと給食で残す生徒が
いる 

『筑北村健康増進計画』 
一人ひとりの、生活の状態や能力、ライフステージに

応じた主体的な取り組みを重視して、健康増進を図る 

 

♢適正体重の子どもの増加 

・全出生数中の低出生体重児の割合の減少 

・肥満傾向にある子どもの割合の減少 

♢健康的な生活習慣（栄養、食生活、運動）を有する

子どもの増加 

学校教育目標 

「 質実剛健にして道を拓く 」 

生徒が自分自身の体や心の健康について関心を高

め、生涯にわたり健康で安全な生活ができるように

する 

食育推進の評価 

活動指標：各学年での教科等（技術・家庭、保健体育）における食に関する指導の実施 各学年１回以上、養護教

諭、担任等との連携を図り、個別的な相談指導の実施 各学期１回、郷土食の調理実習 年1回、地場産物

についての指導（月12回以上） 

  
成果指標：朝ごはんを毎日食べる生徒 100％に近づける、郷土料理を知っている生徒 90％、バランスの良い食事を意

識してとる生徒を 80％にする 

地場産物の活用 

物資選定委員会：年１回、構成委員（運営委員会を兼ねる）産地、価格等から物資品質の確認、地場産物の確認  

地場産物納入業者との連絡会：年1回 活動内容（年間生産調整及び流通の確認、農場訪問（体験）計画）  
地場産物等の周知：校内放送や食育だより、掲示物を活用した給食時の指導の充実、教科等の学習内容や体験活
動と関連を図る 

 

家庭・地域との連携 

  積極的な情報発信、関係者評価の実施、地域ネットワーク（人材バンク）等の活用  

学校だより、食育だより、保健だより、学校給食試食会、家庭教育学級、学校保健委員会、講演会、料理教

室、自治体広報誌、ホームページ  

公民館活動、食生活推進委員・生産者団体・地域食育推進委員会、学校運営協議会、地域学校協働本部 等 

 

 

食に関する指導の目標 

♢食事の重要性、食事の喜び、楽しさを理解する 

♢心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食事のとり方を理解し、自ら管理して

いく能力を身に付ける 

♢正しい知識・情報に基づいて食物の品質及び安全性等について自ら判断できる能力を身に

付ける 

♢食物を大事にし、食物の生産等にかかわる人々へ感謝する心を育む 

♢食事のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を身に付ける 

♢各地域の産物食文化や食に関わる歴史等を理解し尊重する心をもつ 

食育の視点 

◇食事の重要性 

◇心身の健康 

◇食品を選択する

能力 

◇感謝の心 

◇社会性 

◇食文化 

将来 

 

生涯にわた

って健康な

心身の保持

増進を見据

えた自己管

理をおこな

う。 

 

食に関する指導 

・教科等における食に関する指導 ：関連する教科等において食に関する指導の視点を位置付けて指導  

（社会、理科、技術・家庭、保健体育、道徳、総合的な学習の時間、特別活動 等）  

・給食の時間における食に関する指導：食に関する指導･･･献立を通して学習、教科等で学習したことを確認  

：給食指導 ･･･準備から片付けまでの一連の指導の中で習得  

・個別的な相談指導 ：肥満・やせ傾向、食物アレルギー・疾患、スポーツ 等 

  

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 


